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ウラジオストクのエルミタージュ 
 

「日本におけるロシア年」と「ロシアにおける日本年」 

アジア事業開発グループ 

シニアコンサルタント 葛西英昭 

 

「エルミタージュ美術館の分館をウラジオストクに開設」、数年前にそんなニュースが報

道された。サンクトペテルブルクにあるエルミタージュ美術館は、印象派を始めとする西

欧の絵画、壁一面を琥珀で装飾した「琥珀の間」など豪華な展示品で知られるロシアの国

立美術館だ。The Art Newspaper 誌によると、同美術館の年間入場者数は 412 万人（2016

年）で世界の美術館で第 9位に位置している（1 位はルーブル美術館で 740万人）1 。その

分館がウラジオストクに開設されるということで、建物も決まって、目下開館へ向けて改

修が進められているようだ（当初、2017年に予定されていたオープンは来年に延期）。 

 

ところで、日本を訪れる外国人は年々増加しており、2017 年は前年から 400 万人以上増

え 2,869 万人を記録した 2 。主としてアジア、なかでも中国、韓国、台湾、香港からの訪

問が多く、この 4 か国（地域を含む）の合計が全体のおよそ 4 分の 3 を占める。他方、ロ

シアからの来訪者は 77,251 人と、訪日外国人全体に占める割合はわずか 0.3%に過ぎない。

ただ増加率の点では、前年比 40.9%増と日本政府観光局（JNTO）が発表する 44 か国・地域

の中でメキシコ（45.8％）に次ぐ高水準の伸びをみせている。JNTO の分析によると、ロシ

ア国民の訪日ビザ発給要件が緩和されたことや、極東ロシアから日本への航空便が増便さ

れたなどが訪日ロシア人増加の要因とされている。 

一方、訪露日本人の状況はどうだろう。ロシア観光局のデータによると、2017 年１～9

月における日本からロシアへの観光客数は、84,000 人と前年同期比で 21％増を記録した。

ただし、訪露観光客総数に占める割合では 0.4％と、訪日ロシア人と同じくまだまだ少数派

にとどまる。 

 

日本とロシアは 2017年初から、ビザの有効期間延長や短期滞在数次ビザの導入など相互
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にビザ発給要件の緩和を行っている。また 2017 年 8 月からロシアは、日本を含む 18 か国

に対して、極東のウラジオストクでの入出国において電子ビザの利用を開始としている。

同ビザで訪問・滞在できるのは沿海地方 3のみの措置（モスクワはもちろん近接するハバロ

フスク地方も訪問・滞在することはできない）だが、入国 4 日前までにウェブサイトで手

続きを行えばよく、発給手数料もかからないため、利便性は大きく向上したと言えるだろ

う。というのも通常の観光ビザ発給手続きでは、ウェブサイトで申請書を作成のうえ、そ

の他必要書類とともにロシア大使館領事部または領事館まで申請を行う必要がある。申請

後は 4～10 営業日以内にビザ受領を希望すれば 4,000 円、3 営業日以内では 10,000 円の手

数料が発生する（11 営業日以上の場合は無料）。Interfax Tourism4の報道によると、2017

年 8 月の電子対応開始から約 4 か月の間に、約 6,000 件の電子ビザが発給されている。そ

の内、日本人は約 1,300件の発給を受けたということだ。 

 

本年（2018 年）は、日本で「日本におけるロシア年」、ロシアで「ロシアにおける日本

年」なるイベントを実施し、政治や経済、文化など幅広い分野で相手国を大々的に紹介す

ることが予定されている。これを受け日本の観光庁とロシアの観光局は、2017 年 2 月署名

の「観光分野における日露 共同活動プログラム（2017～2019 年）」について、両国間の国

民の往来を 2018年に 22万人、2019年に 25万人とする目標設定を加え、改正を行っている

（2017 年 9月）。 

「日本におけるロシア年」の盛り上がりについては、まだこれからが本番という印象だが、

他国を対象とする過去の交流年の例を見ると、両国間の交流が活発になるきっかけとなる

ことは多いようだ。この点、来年予定の「エルミタージュ美術館ウラジオストク分館」の

開設も、極東での日露交流をさらに一歩進めるのに重要なイベントになるのではないか。

「週末にウラジオストクのエルミタージュに行って来ます」という美術通の友人や同僚が少

なからず現れることをひそかに期待している。 

 

－（本文）以上－ 
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